
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．地域おこし協力隊に応募したきっかけ 

会社員を経験して何か特殊な仕事がないかと探していたところ、地域おこし協力隊の存在を知りました。

そこで小さい頃から所縁のあった燕市を調べ、募集要項で『ＳＮＳの発信業務』を見つけ即応募しました。 

２．業務内容 

①SNS、イベント等の情報発信 

燕市観光協会の Instagram、X（旧 Twitter）を主に動かしています。市内の観光資源やイベントに

赴き、実際に体験などをして情報を発信しています。また、一眼レフカメラで映え写を撮ったり、ショート動

画等を投稿したりしています。今後は観光業界で影響力がある Instagramに力を入れていきます。 

②燕背脂ラーメンウェブサイト作成＆イベント運営 

燕背脂ラーメンウェブサイトの作成をしており、実際に店舗に赴きラーメンの撮影、Map の整備、店舗

情報のとりまとめ等を行っています。また、燕市では、「燕背脂ラーメンシール祭り」を開催しており、その

運営にも携わっています。 ぜひ、燕に給脂（きゅうゆ）しに来てください！！ 

③地方ラジオ局のラジオパーソナリティ 

令和 6 年 5 月から番組を持ち、燕市の観光情報をテーマに放送しています。市内で行われるイベント

情報などをインタビュー形式で発信しており、このラジオ活動が地域の方たちと触れ合うきっかけにもなっ

ています。 

３．魅力・やりがい 

地域の人たちを巻き込んで、何か

成果を出せた時が一番やりがいを感

じます。 

４．職場の雰囲気 

①地域おこし協力隊では 

お互いの仕事のことやプライベートのことを

話せる仲で、仕事も一緒にすることがあります。 

②燕市産業史料館では 

市の観光振興課や燕市観光協会の職員と一

緒に連携しながら、SNS 発信や「燕背脂ラーメ

ンシール祭り」に取り組んでいます。 

５．応募者へのメッセージ 

燕市の地域おこし協力隊の制度は、どちらか

というと起業向きではなく、そのまま市の職員に

なったりすることが多いです。 

しかし、燕市自体は起業に関して、補助金の

面や社長の多い町であったり、距離感が近かっ

たりするため、地域に溶け込むことで、起業もし

やすくなるのではないかなと思っています。 

地域おこし協力隊・井口大史隊員にお話しを聞いてみました！ 

@ALBIREX NIIGATA 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域おこし協力隊・井口大史隊員のある一週間！ 


